










































































Ⅱ．研 究 目 的
　本研究目的は、教育担当看護師が教育的役割の遂行において発揮するメタ認知を明らかにす
ることである。




























　2016年 3 月～2016年 6 月。
4．データ収集方法
1  ） 教育担当看護師に対して、役割を遂行する上で困難を伴った事例について想起し、その詳
細な状況、状況を打開するための自分自身の思考や行動、帰結について、所定の用紙に具体
的に記載してもらった。




5．分 析 方 法
　木下（2003）が提唱する、修正版グラウンデッド・セオリー・アプローチ（Modiﬁed Grounded 
Theory Approach：M-GTA）の手法を参考に、以下の手順で分析を進めた。




2  ） 分析焦点者の設定
　 　教育担当看護師とした。





















































　全員が女性で、年齢は、35～39歳が 3名、40～44歳が 5名、45～49歳が 2名であった。看護















Ａ 35～39 4 年 4 年 なし なし なし
Ｂ 40～44 2 年 2 年 受講済 なし なし
Ｃ 35～39 6 年 6 年 受講済 受講済 受講済
Ｄ 45～49 4 年 4 年 受講済 受講済 受講済
Ｅ 40～44 3 年 4 年 受講済 なし 受講済
Ｆ 35～39 7 年 7 年 受講済 なし 受講済
Ｇ 40～44 4 年 8 年 受講済 なし なし
Ｈ 45～49 6 年 2 年 なし 受講済 なし
Ｉ 40～44 2 年 1 年 なし 受講済 なし
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